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昨
年
10
月
18
日
付
で
第
１
回
告

示
が
行
わ
れ
た
全
国
協
議
会
の
第

６
回
役
員
選
挙
は
、
１
月
14
日
の

立
候
補
締
切
ま
で
に
、
別
掲
の
通

り
推
薦
理
事
３
名
と
公
募
理
事
９

名
の
合
計
12
名
の
立
候
補
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
選
挙
管

理
委
員
会
（
笠
原
慶
一
委
員
長
）

は
、
以
下
の
通
り
１
月
20
日
に
第

2
回
告
示
を
行
い
ま
し
た
。

⒈
投
票
を
行
わ
な
い
推
薦
理
事
に

つ
い
て

　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
推

薦
理
事
の
立
候
補
者
は
定
数
と
同

数
で
あ
り
、
ま
た
関
東
甲
信
越
、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
定
員

２
名
に
対
し
、
立
候
補
者
が
１
名

で
あ
っ
た
た
め
に
、
役
員
選
考
規

程
第
11
条
第
２
項
の
定
め
に
よ
り
、

投
票
は
行
わ
ず
立
候
補
者
は
推
薦

理
事
の
有
資
格
者
と
な
り
ま
す
。

　

推
薦
に
よ
る
理
事
の
資
格
者

は
、
６
月
５
日
に
開
催
予
定
の

2
0
1
1
年
度
総
会
（
岐
阜
県
大

垣
市
）
の
議
決
に
よ
り
次
期
理
事

に
選
任
さ
れ
ま
す
。

⒉
投
票
を
行
う
推
薦
理
事
に
つ
い

て

　

該
当
な
し

⒊
公
募
理
事
の
選
挙
（
投
票
）
に

つ
い
て

　

公
募
理
事
は
定
数
９
名
の
と
こ

ろ
、
９
名
の
立
候
補
者
が
あ
り
ま

し
た
。
役
員
選
考
規
程
第
11
条
第

４
項
な
ら
び
に
選
挙
細
則
第
５
条

第
２
項
の
定
め
に
よ
り
、
全
会
員

に
よ
る
投
票
を
行
い
、
最
低
得
票

数
（
有
効
投
票
者
数
の
1
/
3
）

以
上
の
得
票
を
得
た
候
補
者
を
当

選
人
と
し
ま
す
。

⒋
役
員
選
考
委
員
会
の
設
置
に
つ

い
て

　

会
長
、
副
会
長
、
監
事
、
東
北
、

東
海
北
陸
、近
畿
、中
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
に
つ
き
ま
し
て
は
立
候
補
者
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
関
東

甲
信
越
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
理

事
に
つ
き
ま
し
て
は
定
員
に
達
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
っ
て
役
員
選

考
委
員
会
の
設
置
を
す
べ
く
理
事

会
に
報
告
し
ま
し
た
。

⒌
日
　
程

•
第
２
回
告
示

　

2
0
1
1
年
1
月
20
日
（
木
）

　

＊
各
会
員
宛
て
投
票
用
紙
等
送

付
•
投
票
期
間

　

2
0
1
1
年
2
月
16
日
（
水
）

〜
2
0
1
1
年
3
月
1
日
（
火
）

　

＊
3
／
1
消
印
有
効

•
開
票
日
（
第
３
回
選
挙
管
理
委

員
会
）

　

2
0
1
1
年
3
月
6
日
（
日
）

　

＊
16
時
（
予
定
）
か
ら
公
開
に

て
開
票
作
業

•
開
票
結
果
の
発
表	

　

　

2
0
1
1
年
3
月
7
日
（
月
）

　

＊
文
書
、
Ｈ
Ｐ
、
機
関
紙
等
で

発
表

⒍
投
票
方
法

・
投
票
者
無
記
名
式
に
よ
る
、
郵

送
な
ど
の
通
信
制
で
す
。

・
定
数
分
の
候
補
者
名
を
記
入
す

る
連
記
投
票
で
す
。

　

昨
年
12
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た

市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
大
勢

の
患
者
、
患
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
を
集

め
て
、
造
血
細
胞
移
植
医
療
の
環

境
整
備
を
求
め
る
議
論
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
結

論
を
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
は

い
な
か
っ
た
も
の
の
、
骨
髄
バ
ン

ク
と
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
の
二
つ
の

組
織
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、

参
加
者
、
関
係
者
の
総
意
と
し
て
、

小
手
先
の
対
応
で
は
な
く
何
ら
か

の
抜
本
的
改
革
が
必
要
で
あ
る
と

の
認
識
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

締
め
く
く
り
と
し
て
、
実
行
委
員

会
で
起
草
さ
れ
た
ア
ピ
ー
ル（
案
）

が
参
加
者
を
代
表
し
て
移
植
経
験

患
者
か
ら
読
み
上
げ
ら
れ
、
採
択

さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

ア
ピ
ー
ル
に
盛
り
込
ま
れ
た
４

項
目
の
内
容
は
、
市
民
社
会
運
動

の
テ
ー
マ
と
し
て
最
も
難
易
度
の

高
い
目
標
の
一
つ
と
捉
え
ら
れ
る

法
整
備
に
つ
い
て
今
後
重
点
的
に

取
り
組
む
趣
旨
で
あ
り
、
宣
言
を

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
道
の
り

は
容
易
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、

患
者
・
患
者
家
族
、
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
ら
ず
、
医
療
関
係

者
や
、
行
政
・
立
法
・
司
法
な
ど

多
く
の
関
係
者
を
巻
き
込
む
国
民

的
運
動
と
し
て
認
知
さ
れ
な
け
れ

ば
到
底
実
現
し
え
ず
、
そ
の
過
程

は
、
過
去
20
年
間
積
み
上
げ
て
き

た
も
の
を
、
一
度
は
否
定
、
破
壊

す
る
こ
と
で
新
た
な
枠
組
み
を
構

築
す
る
工
程
に
な
り
ま
す
。

　

新
た
な
運
動
目
標
を
標
榜
す
る

端
緒
と
な
っ
た
ア
ピ
ー
ル
採
択
と

言
え
、
こ
れ
か
ら
関
係
者
の
間
で

議
論
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。�

（
実
行
委
員　

三
田
村
真
）

　

昨
年
末
、
環
境
省
と
厚
生
労
働

省
に
対
し
、「『
子
供
の
健
康
と
環
境

に
関
す
る
全
国
調
査
』（
以
下
エ
コ
チ

ル
調
査
）に
お
け
る
さ
い
帯
血
バ
ン
ク

事
業
へ
の
影
響
回
避
に
つ
い
て
」の
要

望
書
を
提
出
し
た
こ
と
は
、協
議
会

ニ
ュ
ー
ス
２
２
３
号
（
１
月
１
日
号
）

に
て
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
要
望
書
を
受
け
て
、１
月
17

日
に
環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
環

境
保
健
部
環
境
完
全
課
環
境
リ
ス

ク
評
価
室　

森
桂
室
長
補
佐
が
全

国
協
議
会
事
務
局
に
来
所
し
、
野

村
副
会
長
、
菅
事
務
局
長
ら
数
名

で
説
明
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

環
境
省
の
説
明
と
し
て
は
、　

①

全
国
に
９
箇
所
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
に
、
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
事
業
と

の
両
立
に
つ
い
て
依
頼　

②
協
力

採
取
病
院
で
出
産
す
る
妊
婦
さ
ん

に
は
、さ
い
帯
血
バ
ン
ク
と
エ
コ
チ
ル

調
査
の
両
方
の
協
力
方
法
に
つ
い
て

説
明
し
、妊
婦
さ
ん
に
判
断
頂
く　

③
既
に
予
定
し
て
い
る
採
取
病
院

に
つ
い
て
の
変
更
は
し
な
い　

④
事

業
開
始
後
、定
期
的
に
調
査
を
行
い
、

さ
い
帯
血
バ
ン
ク
事
業
に
影
響
が
生

じ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、採

取
病
院
の
除
外
を
考
慮
す
る　

⑤

さ
い
帯
血
バ
ン
ク
事
業
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
、最
大
限
努
力
す
る　
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
ず
、
参
加
者
一
同
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
環
境
省
の
担
当
者

が
出
向
い
て
説
明
す
る
時
間
を
作
っ

て
く
だ
さ
っ
た
真
摯
な
対
応
に
は

懸
念
さ
れ
る
以
上
、重
複
す
る
採
取

施
設
に
つ
い
て
は
取
り
止
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
ど
う
し
て
も
重
複
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
説
得

力
の
あ
る
理
由
を
提
示
い
た
だ
き
た

い　

以
上
を
持
ち
帰
り
検
討
し
て

下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

さ
い
帯
血
の
採
取
は
細
胞
数
や

衛
生
管
理
上
、
高
度
な
技
術
を
獲

得
し
た
産
婦
人
科
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

そ
れ
に
見
合
っ
た
報
酬
も
な
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
で
協
力
し
て
下
さ
っ

て
い
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
最

初
の
段
階
で
理
解
し
て
い
れ
ば
、
重

複
す
る
病
院
を
選
ぶ
こ
と
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

３
年
間
で
集
め
た
親
子
を
13
年

間
追
跡
し
て
、環
境
が
子
供
に
与
え

る
影
響
を
調
査
す
る
こ
と
は
大
事

な
こ
と
で
す
が
、
両
方
に
協
力
し
た

い
と
い
う
場
合
、
さ
い
帯
血
の
デ
ー

タ
は
欠
損
で
行
う
と
い
う
説
明
に

は
、８
８
０
億
円
も
国
費
を
投
じ
る

事
業
と
し
て
初
め
か
ら
不
完
全
な

デ
ー
タ
収
集
で
良
し
と
す
る
姿
勢

が
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
い
ま
病
と

闘
う
患
者
さ
ん
の
命
が
か
か
る
さ
い

帯
血
事
業
の
現
場
を
混
乱
さ
せ
て

ま
で
そ
の
病
院
に
固
執
せ
ず
と
も
、

全
国
に
は
エ
コ
チ
ル
調
査
に
協
力
す

る
産
院
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
１
月
24
日
を

も
っ
て
、
す
で
に
調
査
が
開
始
さ
れ

た
と
も
伺
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
患
者

さ
ん
た
ち
に
不
安
を
抱
か
せ
る
よ

う
な
強
引
な
や
り
方
で
ス
タ
ー
ト

す
る
の
か
、
我
々
の
提
示
し
た
要
望

へ
の
回
答
を
待
っ
て
、
今
後
少
し
で

も
さ
い
帯
血
事
業
に
影
響
が
及
ぶ

こ
と
が
な
い
よ
う
に
強
く
改
善
を

訴
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

第
６
回
役
員
選
挙
第
２
回
告
示

第6回役員選挙　立候補者一覧
●推薦理事候補者（定数9名）

ブロック 氏　名 所属団体名
北海道（1） 加藤 弦 北海道骨髄バンク推進協会
関東甲信越（2） 荒井善正 千葉骨髄バンク推進連絡会
九州（2） 大田耕一郎 かごしま骨髄バンク推進連絡会議
東北、関東（1）、東海北陸、近畿、中四国、九州（1）は立候補なし

●公募理事候補者（定数9名）※届出順

氏　名 在住地
1 木村純子 埼玉県久喜市
2 村上忠雄 神奈川県秦野市
3 小川真理 北海道釧路市
4 野平晋作 千葉県成田市
5 菅 早苗 秋田県由利本荘市
6 柴谷春子 青森県青森市
7 川瀬和子 静岡県静岡市
8 後藤菜都美 静岡県榛原郡
9 中野勝博 岐阜県美濃加茂市

※ホームページ（URL
は発行責任者名の下に
記載）では、候補者の
プロフィール、所信も
掲載しています。

　「
造
血
細
胞
バ
ン
ク
・市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　
ア
ピ
ー
ル
採
択
の
背
景
に
つ
い
て

 
「
患
者
さ
ん
の
命
」と「
調
査
」は
別
の
次
元
で
考
え
て
！

 
エ
コ
チ
ル
調
査
　
社
会
運
動
も
視
野
に
！

敬
意
を
表
す
る
」
と
伝
え
た
上
で
、

Ⓐ
さ
い
帯
血
移
植
が
子
供
だ
け
の

治
療
で
は
な
く
な
り
需
要
が
増
え

た
上
に
、
移
植
成
功
の
た
め
に
は
で

き
る
だ
け
細
胞
数
の
多
い
さ
い
帯

血
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、各
採

取
病
院
に
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
協

力
を
お
願
い
し
て
い
る
状
況
で
あ
る

Ⓑ
さ
い
帯
血
と
エ
コ
チ
ル
調
査
の
両

方
に
協
力
す
る
こ
と
も
出
来
る
と

の
こ
と
だ
が
、妊
婦
さ
ん
・
採
取
病

院
と
も
、
二
つ
の
事
業
の
説
明
や
対

応
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
か
な
り

煩
雑
に
な
る
こ
と
が
予
想
で
き
る

　

Ⓒ
採
取
施
設
は
、
協
力
金
を
受

け
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、経
営
上
、エ

コ
チ
ル
調
査
に
も
協
力
す
る
と
い
う

の
は
当
然
で
あ
り
、
そ
れ
を
さ
い
帯

血
バ
ン
ク
が
止
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
思
う
が
、
患
者
の
側
は
見
過
ご

す
こ
と
は
で
き
な
い　

Ⓓ
さ
い
帯
血

バ
ン
ク
事
業
に
支
障
が
出
る
こ
と
が

　　　   12月21日〜1月20日   　　　
㈱エアネット	 現金� 104,200円
㈱タクトコーポレーション	 現金� 10,000円
エグゼキューブ㈱	 現金� 1,000円
火の国ロータアクト	 現金� 148,077円
ダブルエスタイガー	 現金� 30,000円
今津 香織	 現金� 5,000円
アサノ ジュンコ	 現金� 30,000円
鈴木 純子	 現金� 1,340円
匿名	 葉書� 4,000円
●白血病患者支援基金
箱根駅伝　宮ノ下募金箱	 現金� 49,591円
イオン マリンピア専門館	 現金� 5,598円
やきとり おばこ	 現金� 16,200円
元祖「おたる家」ラーメン	 現金� 3,406円
山口 久男	 現金� 2,169円
渡辺材木店	 現金� 4,219円
●佐藤きち子患者支援基金
倉敷中央病院 血液治療センター
	 現金� 13,963円
野村 伸子	 現金� 1,000円
樋口 勇一	 現金� 1,000円
稲垣 和子	 現金� 20,000円
安藝 恭介	 現金� 50,000円
古賀 聡子	 現金� 3,000円
� （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

造血細胞バンク・市民シンポジウム
「骨髄バンク・さい帯血バンクの抜本的制度改革への道すじ」

　～造血細胞移植推進法（案）の制定に向けた戦略～
アピール

　昨年、日本さい帯血バンクネットワークは設立10周年をむかえました。来
年はわが国で公的な骨髄バンクが発足して20年という節目になろうとしてい
ます。両バンクとも今ではそれぞれ年間1000例の移植を行うまでに成長し、
それは一見、きわめて順調のように見えます。しかしながら、骨髄バンクも
さい帯血バンクも大きな課題が山積しています。国民皆保険のわが国にあっ
て、骨髄バンクには相も変わらず患者負担金が存在していますし、コーディ
ネート期間の短縮という課題も壁に突き当たっています。さい帯血バンクは
慢性的な財政的赤字体質に苦しみ、このままでは最終的な経営破綻が見えて
いる状況です。
　このような中で、両バンクとも発足以来、多少の手直しは重ねてきたものの、
根本的な制度の枠組みにはいっさい手を加えずに今日に至っています。両バ
ンクとも公的な事業でありながら、国が民間事業に対し補助金で援助すると
いう財政的には極めて不安定な図式のままで継続され続け、苦しい運営を強
いられているといっても過言ではありません。
　この根本的原因は国（政府）の責任と負担が曖昧なままに行ってきた当然
の帰結かもしれません。わが国のこうした事業もはっきりとした根拠法を整
備し、事業の明確化と財政運営の健全化を図ることが強く求められています。
　そこで、本日の造血細胞バンク・市民シンポジウム「骨髄バンク・さい帯
血バンクの抜本的制度改革への道すじ」～造血細胞移植推進法（案）の制定
に向けた戦略～を踏まえ、わが国の非血縁者間造血細胞移植のあるべき将来
的な方向性について、次のとおりアピールします。
　○非血縁者間造血細胞移植の20年の歩みで得たものと今望まれる姿を明確

にし
　○真の患者救済を目指し、持続可能な社会システムとして再構築するため
　○骨髄バンク・さい帯血バンクの融合も含め、財政面、運営面に国（政府）

の責任と負担を明確にした「造血細胞移植推進法（案）」の整備を求め
　○造血細胞提供システムの抜本的改革のための議論をスタートさせよう
　以上、一般市民はもとより、国（政府）をはじめ関係機関・団体等に訴え
ていきます。

　　2010年12月18日

� 造血細胞バンク・市民シンポジウム参加者一同
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２
０
１
１
年
1
月
、
今
年
も
骨

髄
バ
ン
ク
の
の
ぼ
り
が
沿
道
を
赤

く
染
め
ま
し
た
。

　

の
ぼ
り
を
掲
げ
る
の
は
、東
京
・

千
葉
・
埼
玉
・
静
岡
の
会
の
皆
さ

ん
、
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
全
国
協
議
会

の
メ
ン
バ
ー
を
あ
わ
せ
て
お
よ
そ

３
５
０
名
。
箱
根
駅
伝
で
の
啓

発
活
動
は
今
回
で
９
回
目
を
迎
え
、

こ
の
継
続
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
過

去
最
大
規
模
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
動

員
数
と
な
り
ま
し
た
。
新
年
早
々

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
こ
ん
な

に
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
て
く

だ
さ
り
、
本
当
に
頭
の
下
が
る
思

い
で
す
。

　

冷
た
い
空
気
と
沿
道
の
熱
狂
、

空
の
青
と
の
ぼ
り
の
赤
が
織
り
成

す
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
美
し
く
、
私

た
ち
に
と
っ
て
も
清
々
し
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
じ
め
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
本
活
動
は
、
鈴
廣
様
、
宮

ノ
下
商
店
街
の
皆
様
、
元
波
様
、

箱
根
消
防
署
様
、
恵
明
学
園
様
、

そ
し
て
何
よ
り
も
関
東
学
生
陸
上

競
技
連
盟
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

な
く
し
て
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
皆
様
に
は
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。�

（
野
平
）

　

各
地
で
活
動
し
た
皆
さ
ん
の
感

想
を
紹
介
し
ま
す
。

●
内
幸
町

プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
　

土
井
達
也
さ
ん

　

１
月
２
日
朝
８
時
、
プ
ル
デ
ン

シ
ャ
ル
生
命
東
京
第
二
支
社
の
社

員
及
び
そ
の
家
族
と
お
客
様
、
総

勢
50
名
で
、
箱
根
駅
伝
出
場
校
の

応
援
団
が
出
陣
式
の
ご
と
く
太
鼓

を
打
ち
鳴
ら
す
内
幸
町
に
集
ま
り
、

骨
髄
バ
ン
ク
の
の
ぼ
り
を
持
っ
て

コ
ー
ス
沿
道
に
立
ち
ま
し
た
。
骨

髄
移
植
を
待
つ
患
者
さ
ん
に
少
し

で
も
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

と
始
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

り
ま
す
が
、
お
正
月
に
、
し
か
も

寒
い
中
、
我
々
社
員
や
家
族
だ
け

で
な
く
、
賛
同
さ
れ
た
お
客
様
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
大

変
嬉
し
く
、
こ
の
活
動
を
通
じ
、

逆
に
我
々
が
元
気
を
い
た
だ
い
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
出
来
る
こ
と
は

小
さ
な
こ
と
で
す
が
、
今
後
も
命

に
関
わ
る
仕
事
を
す
る
者
と
し
て
、

こ
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
御
成
門

全
国
協
議
会
　
菅
早
苗
事
務
局
長

　

御
成
門
で
は
午
前
７
時
か
ら
プ

ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
の
社
員
と
そ

の
ご
家
族
が
続
々
と
集
合
し
て
く

だ
さ
り
、
多
く
の
方
が
の
ぼ
り
を

手
に
大
谷
会
長
と
と
も
に
沿
道
に

立
ち
ま
し
た
。
選
手
を
見
送
っ
た

後
、
駅
に
向
か
う
私
と
一
緒
に

な
っ
た
方
は
こ
れ
か
ら
家
族
を
連

れ
て
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
く

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

貴
重
な
お
正
月
休
み
に
、
闘
病

中
の
患
者
さ
ん
を
励
ま
す
た
め
に

早
朝
か
ら
集
ま
っ
て
下
さ
っ
た
皆

さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

●
品
川
駅
前

埼
玉
の
会
　
木
村
純
子
さ
ん

　

1
月
2
日
、
夜
明
け
前
に
自
宅

を
出
発
し
、
電
車
の
中
で
昇
る
朝

日
を
眺
め
な
が
ら
活
動
地
点
の
品

川
駅
に
向
か
っ
た
。
通
過
時
刻
よ

り
早
い
到
着
と
な
り
絶
好
の
場
所

を
確
保
し
、
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
啓

発
用
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
な
が
ら

選
手
を
待
っ
た
。
早
朝
の
凍
て
つ

く
様
な
寒
さ
の
中
、
出
発
地
付
近

の
様
子
を
ラ
ジ
オ
で
聞
き
入
る

人
・
カ
メ
ラ
を
構
え
る
人
・
の
ぼ

り
旗
を
掲
げ
る
人
な
ど
…
…
。

　

午
前
８
時
、
一
斉
に
ス
タ
ー
ト

し
た
選
手
は
品
川
駅
前
を
一
つ
の

集
団
と
な
り
ア
ッ
と
い
う
間
に
通

り
過
ぎ
た
。
力
走
す
る
選
手
と
共

に
沿
道
で
声
援
を
送
る
人
達
の
頑

張
り
を
、
テ
レ
ビ
で
観
て
い
る
患

者
さ
ん
が
〝
病
気
と
闘
う
勇
気
と

生
き
る
希
望
を
持
て
る
様
に
〟
と

願
い
な
が
ら
活
動
を
終
え
ま
し
た
。

●
宮
ノ
下

静
岡
の
会
　
小
山
内
直
樹
さ
ん

　

新
年
早
々
、
初
め
て
箱
根
駅
伝

啓
発
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

宮
ノ
下
に
到
着
し
た
時
に
は
、

人
出
が
多
く
な
り
始
め
た
ば
か
り

の
頃
で
、
ど
れ
く
ら
い
盛
り
上
が

る
の
か
、
そ
し
て
骨
髄
バ
ン
ク
に

つ
い
て
ど
れ
だ
け
知
っ
て
も
ら
え

る
だ
ろ
う
か
と
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
宮
ノ
下
名
物
の
シ

チ
ュ
ー
パ
ン
無
料
配
布
の
列
に
並

ば
れ
た
方
々
に
、
チ
ラ
シ
付
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
っ
た
と
こ
ろ
、

内
容
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
も

多
く
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
商
店
街
や
観
光
案

内
所
、
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
協
力
や

呼
び
か
け
も
あ
り
、
帰
り
際
に
多

く
の
方
が
募
金
を
寄
せ
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　

駅
伝
の
選
手
た
ち
が
登
山
区
間

を
想
像
以
上
の
速
さ
で
走
り
抜
け

骨髄バンクの最新情報をお知らせする�─────────────────────── 骨髄バンクNOW
●平成23年の開始にあたって
　昨年は、ドナー登録者が37万5千
人を超え、骨髄移植件数も累計で
12,498例となりました。
　また、昨年10月には、これまで
の骨髄移植に加え、新たに末梢血幹
細胞移植が導入されました。今後、
コンピューターシステムの構築がさ
れ、再来年度から全国的な展開が可
能になると期待しています。
　今年は3年ぶりにACジャパンの
支援が再開されます。

●平成22年のドナー登録者数・移植
数

　平成22年（1〜12月）の新規ド
ナ ー 登 録 者 数 は36,142人 で、12
月末現在の有効ドナー登録者数は
376,237人（ 累 計：488,101人 ）
となりました。新規ドナー登録者数
は前年に比べて1,455人多くなり、
3年続いていた減少傾向に歯止めが
かかりました。県別にみると、埼玉・
沖縄県が前年に比べて大きく数字を

伸ばしました。国の緊急雇用創出事
業の活用等で、自治体、ボランティ
ア団体、日本赤十字社等、各関係者
の方々にご尽力いただいたことによ
るものです。
　また、平成22年の移植数は1,213
件（国内ドナー⇒国内患者：1,200
件、海外ドナー⇒国内患者：5件、
国内ドナー⇒海外患者：8件）でし
た。平成21年の件数（合計：1,216
件、国内ドナー⇒国内患者：1,198
件、海外ドナー⇒国内患者：5件、
国内ドナー⇒海外患者：13件）と
ほぼ同数ですが、国内ドナーから海
外患者への提供が減少しました。

●平成22年のコーディネート状況につ
いて

　平成22年の確認検査数は5,742
件（前年6,227件、前年比92％）、
最終同意は1,464件（前年1,462件、
同100％）でした。コーディネート
期間については、ドナーコーディ
ネート開始から骨髄採取までの期間

の中央値は121日で、前年の125日
より4日短縮されました。

●非血縁者間末梢血幹細胞採取・移
植診療科認定施設について

　 現時点で認定された施設数は16
施設です。財団のホームページ「患
者さんへ」の「移植認定病院」およ
び「ドナー登録されている方へ」の

「面談施設一談」でご覧いただくこ
とができます。

●平成23年度国庫補助予算案の概
要について

　昨年12月24日、厚生労働省の臓
器移植対策室から政府の平成23年
度国庫補助予算案（移植対策関連予
算）の概要について連絡があり、来
年度は総額4億5,199万円となり、
今 年 度4億2,921万 円 に 比 較 し て
2,278万円の増額（対前年105.3%）
となっています。今後、国会での審
議を経ることになります。

《財団マンスリー JMDP（1月15日発行）より抜粋》

注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
*1）17年3月〜　*2）51歳以上ドナーの延長数　*3）51歳以上ドナーの新規登録数　*4）17年9月〜

■12月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 1,022人、 献血併行型集団登録会／
　1,703人、集団登録会／ 120人、その他／ 107人

◆日本骨髄バンクの現状（平成22年12月末現在）
	 11月	 12月	 現在数	 累計数
ドナー登録者数	 3,339	 2,952	 376,237	 488,101
患者登録者数	 242	 256	 2,879	 31,891
骨髄移植例数	 92	 82	 −	 12,498
20歳未満ドナー登録者	 −	 189	 14,021*1	 −
51歳以上ドナー	 228*2	 99*3	 21,033*4	 −

 
箱
根
駅
伝
で
９
回
目
の
啓
発
活
動

 
バ
ン
ク
の
の
ぼ
り
が
沿
道
を
赤
く
染
め

て
い
く
姿
に
元
気
を
貰
う
と
と
も

に
、
地
元
の
方
々
や
応
援
に
来
ら

れ
て
い
た
観
客
か
ら
の
暖
か
い
気

持
ち
を
頂
き
、
新
年
か
ら
と
て
も

い
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
来
年
も
時
間
の
都
合
が
つ

い
た
と
き
に
は
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
田
町

東
京
の
会
　
中
谷
光
子
さ
ん

　

１
月
３
日
・
Ｊ
Ｒ
田
町
駅
に
12

時
に
到
着
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な

大
学
の
駅
伝
チ
ー
ム
応
援
団
が
あ

ち
こ
ち
に
立
っ
て
い
ま
す
。
骨
髄

バ
ン
ク
の
の
ぼ
り
の
前
に
は
、
東

京
・
埼
玉
・
千
葉
の
会
な
ど
の
メ

ン
バ
ー
が
約
20
人
も
集
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

　

昨
年
は
こ
の
ビ
ル
の
辺
り
に
Ｔ

Ｖ
中
継
用
の
固
定
カ
メ
ラ
が
あ
っ

た
の
に
と
探
し
て
も
、
位
置
が
変

更
に
な
っ
た
ら
し
く
見
当
た
り
ま

せ
ん
。

　

Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
に
写
ら
な
く
て
も

ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し
、
ま
た
全
国

の
病
院
で
、
あ
る
い
は
自
宅
で
治

療
中
の
患
者
さ
ん
を
応
援
す
る
気

持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
き
っ
と

こ
の
気
持
ち
は
伝
わ
る
も
の
と
確

信
し
、
今
年
も
新
春
の
道
を
元
気

に
走
り
抜
け
て
い
く
ラ
ン
ナ
ー
を

応
援
し
て
来
ま
し
た
。

一般客と共に多くののぼりで応援（内幸町）

声援にも力が入りました（御成門）

今年も一番大勢の方が参加しました（御成門）

例年どおり募金活動もしました（宮ノ下）

のぼりを持つ手にも力が入ります（田町）

今年の秘策『のぼり４枚ならべ』（宮ノ下）

離れたら場所を取られてしまうので、必死です（品川）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
た
ち

円
東
克
典
さ
ん
（
千
葉
）
の
巻

リ
レ
ー
紹
介

　

円
東
さ
ん
は
千
葉
骨
髄
バ
ン
ク

推
進
連
絡
会
創
設
時
か
ら
の
メ
ン

バ
ー
で
す
。
患
者
家
族
と
し
て
骨

髄
バ
ン
ク
の
充
実
を
求
め
て
活
動

さ
れ
、
副
会
長
と
し
て
も
ビ
シ
ッ

と
会
を
締
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
円
東
さ
ん
が
昨
年
の
11
月

３
日
の
文
化
の
日
に
、「
文
化
の

日
千
葉
県
功
労
者
健
康
福
祉
功

労
」
で
鈴
木
栄
治
（
森
田
健
作
）

千
葉
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
千
葉
県
で
の
長
年
に
わ
た
る

骨
髄
バ
ン
ク
の
普
及
啓
発
活
動
、

登
録
推
進
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

ご
本
人
は
「
僕
の
一
番
の
功
労

は
現
会
長
と
し
て
、
千
葉
で
の
活

動
を
引
っ
張
る
梅
田
さ
ん
を
こ
の

活
動
に
引
き
込
ん
だ
こ
と
」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
太
陽
と
月

の
よ
う
に
お
互
い
を
照
ら
し
あ
っ

て
、
県
内
の
骨
髄
バ
ン
ク
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
こ
れ
ま
で
リ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一
緒
に

活
動
す
る
私
達
も
と
て
も
嬉
し
く
、

そ
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

事
務
局
を
ご
自
宅
に
置
い
て
い

た
頃
か
ら
一
緒
に
活
動
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
奥
様
と
共
に
出
席
さ

れ
た
表
彰
式
の
様
子
を
、
き
っ
と

お
嬢
さ
ん
も
天
国
で
喜
ん
で
見
て

く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

　

円
東
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
ま
だ

ま
だ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
黒
川
）

珍しくスタート直後に集団が分散し大盛上り（内幸町）


